みずほ情報総研株式会社
令和元年度社会福祉推進事業「生活困窮者自立支援制度における県域研修の普及・促進に向けた調査研究事業」
【主任】Ｄ．生活困窮者支援を通じた地域づくり（原田正樹氏作成） 

≪参考≫演習

２．プロセスレポートシート（参考）
	本人のニーズ・状況
	支援員の働きかけ
	地域・近隣住民

	・住民からゴミを片付けてほしいとの依頼

↓（1年半後）
本人と出会う。「ゴミを片付けたい」と話す。
↓（1ヵ月後）
・ゴミの片付けが始まる
↓（1年後）
・「生活が苦しい」と語り出す。
・サロンに参加するようになる。スーパーのフードコートで食事を振る舞う。

	・住民からの苦情で訪問するが、会えない
（1年半程度）
・月1回定期的に訪問。近隣の人から声をかけられるようになる
・近隣に対して本人の姿を見かけたら連絡してほしいと依頼
・近隣に対して「本人を説得するので協力してください」とお願いする
・近隣から情報を得る
・民生委員、斜め前の住人、包括の人を協力者にする
↓本人と出会う
・「片付けの時に来てください」と斜め前の住人に依頼
・包括と行政へ働きかけ。片付け依頼。ゴミの片付け費用（たすけあい基金）調整。
・支援員の働く姿。ゴミを片付ける姿。
・「周りの人は優しくしてくれているね」と本人に印象付けるように伝える。→代弁機能。橋渡し役。→攻撃する人の思いにも配慮。
↓（1年後）
・生活保護申請に同行
「元気はないけど貯金はある」と話す。しかし近い将来、困窮状態になると思われる。
・ゆるやかな見守り体制づくり。近隣やサロンへの働きかけ。
・ゴミ屋敷と地域のニーズの両方に目を向ける。
　→社会的孤立をさせない支援へ。
	・向かいの住人A：困っている
・隣の住人B：怒っている「行政がゴミを片付けるべき」
・斜め前の住人C：協力的（唯一、会話あり。ボランティア活動をしている）
・ゴミの片付けに協力するようになる




１．エコマップ


（最初に訪問する前）
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３．エコマップ（現在）








